
第３章 二つの世界大戦と日本  １ 第一次世界大戦と帝国日本 

  １ 第一次世界大戦と日本の中国侵略 （p.96～97） 

 

第一次世界大戦の勃発 

〔      〕…ドイツ，オーストリア・ハンガリー，イタリア 

〔      〕…イギリス，ロシア，フランス 

・列強は植民地をふくむ世界の再分割をめざし対立（帝国主義戦争） 

・バルカン半島で対立激化（〔             〕） 

・1914年 〔           〕 

  セルビアの青年がオーストリアの皇位継承者を殺害 

 →第一次世界大戦が勃発 

 

日本の参戦と中国侵略 

・〔          〕内閣 

  〔         〕を理由にドイツに宣戦 

  →山東半島の〔   〕占領 

   赤道以北のドイツ領〔      〕占領 

・1915年 〔     〕政府に〔            〕 

・二十一か条の要求の内容 

 （１）〔     〕のドイツ権益の継承 

 （２）〔     〕・東部内蒙古での権益の拡大 

 （３）〔        〕の日中合弁事業化 

 （４）中国の島や沿岸の他国に対する不割譲の承認 

 （５）中国政府〔   〕への日本人招請 

・袁世凱政府は大部分を承認 

 →中国人の反日感情高まる（５月９日は中国の〔        〕） 

・〔              〕でアメリカの反発緩和 

・〔     〕政府に多額の借款（〔      〕） 

 

ロシア革命とシベリア出兵 

・1917年 〔       〕 

 →〔      〕政権（ソヴィエト政府）成立 

・1918年 列強は干渉目的で派兵（〔         〕） 

・日本は駐兵を続け列国から非難をあびる 

 →1922年に撤兵 

 


